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第 5回「食生活ジャーナリスト大賞」受賞者決定 

 

食生活ジャーナリストの会（JFJ、会員数 154人）は、第 5回「食生活ジャーナリス

ト大賞」（2020年度）の受賞者を厳正なる検討の結果決定しました。授賞式は 2021年

3月下旬を予定しています。 

 

「食生活ジャーナリスト大賞」は食に関する情報発信や食文化（食育、料理、調理、

地場産業の振興、食文化の継承など）の分野ですぐれた活動や業績を残している個人ま

たは団体を顕彰するもので、2016 年に創設されました。ジャーナリズム部門と食文化

部門の 2部門からなります。 

 

第 5回「食生活ジャーナリスト大賞」の受賞者は以下の通りです。 

 

◆第 5回食生活ジャーナリスト大賞受賞者◆ 

 

ジャーナリズム部門 

受賞者： 株式会社料理通信社 

授賞対象： コロナ禍で食業界が苦闘する中、食の未来性を予感させる先進的な取り組

みを次々に伝えた一連の報道 

講評： 2020年初頭、新型コロナの感染拡大により緊急事態宣言が発令され、飲食

店は休業を余儀なくされ、生産者は食材の行き場を失うという未曽有の事

態となった。同社はそれまでも「作り手、使い手、食べ手を結ぶ」をコン

セプトに国内外の生産者、料理人、生活者を繋ぐ活動を行っていたが、コ

ロナ禍においては雑誌「料理通信」では”未来のレストランへ”、Web 版

料理通信「The Cuisine Press」では“大地からの声”のシリーズを立ち上

げ、飲食店や生産者の取り組みを取材し発信し続けた。伝えられた情報は、

食に関わる多くの人がどこへ向かうべきか何をすべきか先行きを見失い

がちになる中、食業界に携わる人々にとってコロナ禍における指針ともな

り得るものであった。 

 

＜株式会社料理通信社＞ 

2005年創業。食のオピニオンリーダーたちのアンテナを刺激する雑誌「料理通信」の刊

行、“食で未来をつくる・食の未来を考える”をテーマにした WEB版料理通信 The Cuisine 

Press」の運営を通して、食を取り巻く社会課題に向き合う報道を展開。2020年 12月発



売号をもって雑誌「料理通信」は休刊となったが、WEB版料理通信 The Cuisine Press」

を通し引き続き活発に食に関わる情報発信を行っている。 

 

食文化部門 

受賞者： 一般社団法人日本調理科学会 

授賞対象： 全国を網羅する聞き書き調査に基づく「伝え継ぐ 日本の家庭料理」（全 16

巻）の出版 

 

講評： 本書は、同学会が 2012年から 2016年にかけて全ての都道府県において聞

き書き調査した研究を学会創立 50周年記念事業として出版するもの。2019

年より 3年間で計 16冊が刊行される（2021年 8月刊行終了予定）。約 350

名の会員が調査にあたり、昭和 35年から 45年頃までに定着していた各地

の家庭料理で次世代に伝え継ぎたいものを地元の人たちに聞いた。各地の

家庭料理を歴史や生活習慣などその地の暮らしの背景とともに記録し、そ

の地の風土に基づく伝統的な調理法の知恵や合理性を科学的に紐解くと

同時に、次世代以降も作り続けることができるように現代の家庭で再現で

きるレシピを収録している。また、同じ料理や食材の地域ごとの特徴や違

いが分かりやすい構成となっている。伝統的な地域の料理が親から子へ伝

承されにくい傾向にある今、家庭や教育現場において食文化を伝え継ぐ貴

重な資料となるものと期待される。 

 

＜一般社団法人日本調理科学会＞ 

調理に関する科学的研究の推進、その知識の普及を目的として 1969 年に設立。毎年総

会、講演会、研究発表会などを開催。調理科学に携わる研究者のほか、関連分野の研究

者、教育者、技術者、1,800余名の会員を有する。 

 

以上 

 


